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企業フィロソフィー・シリーズ広告
愛媛トヨタ自動車株式会社

受賞代表者───代表取締役社長　横田　英毅　氏
広告活動────2007年 8月 12日から 09年 4月 12日まで、月 1回

愛媛に掲載。全 7段カラーとモノクロ。隔月 1回で
シリーズ継続中。ウェブサイトと連動

企画・制作・扱い 電通西日本 松山支社
制作スタッフ──Pro＝野村太郎、岡井雄二、CD＝大﨑祐宣、AD＝大

﨑祐宣、中島一彦、C＝山本晃子、大﨑祐宣、岡井雄
二、野村太郎、D＝中島一彦、Ph＝赤松章、石川正
美、岡井雄二

◉
◉

◉
◉

企画の概要と選定理由
地域と共にある企業としての理念を訴えたシリーズ広告。ディーラー広
告だが、あえて車を前面に出さず、地域イベントへの参加や地元のボラン
ティア活動をはじめとする社会貢献活動や、社員研修、人材育成など具体
的な活動とそこに込められた思いを毎月1回地元紙に掲載し、読者の共感
を呼んだ。新聞広告ならではのベーシックな手法ながら、文字の力を生か
した説得力ある紙面構成で地域に根ざす企業姿勢への理解をはぐくみ、
企業イメージ向上に貢献した。

◉
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ソーラー発電システム「太陽とシャープ」シリーズ
シャープ株式会社

受賞代表者───代表取締役社長兼COO　 山　幹雄　氏
広告活動────2008年 7月 7日から 09年 1月 7日まで、朝日、毎

日、読売、日経、産経、ジャパンタイ、ヘラルド朝
日、デイリーヨミウリに掲載。シリーズ継続中。全
15段カラー。テレビCM、雑誌広告、屋外広告、ウ
ェブサイトと連動

企画──────シャープ宣伝部
制作──────副田デザイン制作所、フューチャーテクスト、アサ

ツー ディ・ケイ
扱い──────電通関西支社、博報堂関西支社、日経広告
制作スタッフ──CD＝安井仁志、AD＝副田高行、C＝前田知巳、D＝

伏屋雅美

◉
◉

◉
◉

◉
◉

企画の概要と選定理由
半世紀にわたるシャープのソーラー事業の実績、未来につながる取り組
みを紹介することで同社の企業姿勢を効果的に訴求したシリーズ広告。
シリーズの開始時は、環境問題への意識が高まる好機となった 08 年 7月
の洞爺湖サミット開催に合わせて 5日間連続で広告を掲載するとともに、
英字紙にも出稿して同社の企業姿勢を広く内外にアピールした。エネル
ギーの象徴として太陽をメーンビジュアルとした斬新かつ迫力あるクリ
エーティブ表現により、大きなインパクトを与え、読者への訴求を高める
など、「世界のソーラー・カンパニー」という新たなブランドイメージの構
築に成功した。

◉



新聞広告賞

� Newspaper Advertising Prize 2009

広告主企画部門

�Newspaper Advertising Prize 2009

広
告
主
企
画
部
門
│
新
聞
広
告
賞

エネルギーを、ステキに。
新日本石油株式会社

受賞代表者───代表取締役社長　西尾　進路　氏
広告活動────2008年6月7日から09年2月8日まで、朝日、

読売、日経など 25紙に全 4回シリーズで展開。
全 15段、雑報、すべてカラー。テレビCM、雑
誌広告、ウェブサイトと連動。ラッピングバス
を運行

企画・扱い ───電通
制作──────ジェ・シー・スパーク
制作スタッフ──Pro＝相澤京子、CD＝石川英嗣、久保雅由、AD

＝久保雅由、森山佳奈子、C＝村上貴義、D＝山
浦正文、坂倉真衣、I＝久保雅由

企画の概要と選定理由
新たな企業スローガンのもと、人間と自然が調和した豊かな社会の
実現に向けた企業姿勢を訴求したシリーズ広告。独自に開発したキ
ャラクター「エネゴリくん」を通じ、クイズ形式の展開を盛り込むこ
とで、「地球環境」「防災」「エネルギー」の各分野における同社の事業
や取り組み、課題を分かりやすく解説した。雑報と全 15 段を組み合
わせた巧みな広告展開と、テレビCMとも相乗させたキャンペーンに
より、キャラクターの浸透に成功した。プレゼントキャンペーンへの
応募数が累計で約 27万件に上るなど大きな反響を呼び、同社の企業
活動への理解促進に結び付けた。

◉
◉

◉
◉
◉

◉
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パナソニック「ナノイー」搭載商品シリーズ
パナソニック株式会社

受賞代表者───代表取締役社長　大坪　文雄　氏
広告活動────2009年3月28日から31日まで、毎日中部に全

4回シリーズで展開。全 15段カラー。テレビ
CM、ラジオCM、雑誌広告、交通広告と連動

企画──────パナソニック、電通関西支社
制作──────ヒルズ
扱い──────電通関西支社
制作スタッフ──エグゼクティブ CD＝津山克則、山本良二、CD

＝三浦洋一、安河内孝憲、AD＝高須泰行、鬼塚
奉宏、米田清美、C＝伊藤久之、後藤エミ、中瀬
央彰、D＝河野誉通、吉田高英、Ph＝佐藤孝仁

企画の概要と選定理由
パナソニック独自のナノテクノロジーから生まれた水の微粒子イオ
ン「ナノイー」の効果と商品の特性を効果的に訴求したシリーズ広
告。「ナノイー」が持つ「保鮮」「除菌・消臭」「美肌」効果を新聞紙が持
つ特長や再利用方法に結び付けるという斬新でオリジナリティーあ
る紙面構成で、冷蔵庫や洗濯乾燥機など多彩な商品ラインアップを4
日間連続で紹介した。大胆かつユニークなビジュアルを配した高い
クリエーティブ表現により、生活環境を快適にする同社の新技術の
訴求に成功するとともに、商品の販売促進に貢献した。

◉
◉

◉
◉
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Honda Green Machine
本田技研工業株式会社

受賞代表者───代表取締役社長　伊東　孝紳　氏
広告活動────2008年10月4日から09年5月23日まで、朝日、毎

日、読売、日経、東京、産経、北海道、中日、西日本
など 49紙に 8回シリーズで展開。シリーズ継続中。
全 15段、全 7段、すべてカラー。テレビCM、ラジ
オCM、雑誌広告、ウェブサイトと連動

企画──────電通、ドリル
制作──────ジェ・シー・スパーク
扱い──────電通
制作スタッフ──Pro＝出澤暁、長谷川豊、エグゼクティブ CD＝元井

康夫、シニアCD＝森本肇、CD＝高草木博純、原野守
弘、AD＝戸田宏一郎、C＝岡本欣也、D＝大槻耕平

◉
◉

◉
◉
◉
◉

企画の概要と選定理由
安くて性能の良いハイブリッドカーの発売に向け、地球環境と車社会の
共存を技術や商品を通じて実現させたいとの同社の思いを訴求したシリ
ーズ広告。スヌーピーをはじめ「ピーナッツ」のキャラクターを起用し、緑
を基調とした効果的な配色と秀逸なコピーにより、女性や若年層など車
に興味の薄い顧客層への訴求に成功した。大胆なメッセージとキャラク
ターの持つ普遍的な力で読者の興味を喚起し、新発売するハイブリッド
カー「インサイト」への期待感を生み出し、販売促進に大きく貢献した。同
社の継続的な環境への取り組みを効果的に訴求するなど企業イメージの
向上に成功した。

◉


